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１．概要（Summary） 
本研究は金属表面（Au( 111 )）に有機分子からなるネ

ットワーク構造を作製し，低次元材料の前駆体とすると共

に，新機能の付与の可能性を探るものである．分子ネット

ワークは窒素を豊富に含むメラミンをベースに選定し，水

素結合および共有結合を介して構築することを目的とした．

作製された分子配列構造には 2 種の分子が混合しない

ドメイン構造が多く見られた．このことは，多く報告されて

いるネットワーク構造が実験パラメータや溶媒の種類に大

きく影響されることを示唆している． 
 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

走査型プローブ顕微鏡 
【実験方法】 

Au( 111 )基板は 2-3 × 10-4 Pa において 350 °C のへ

き開マイカに Au を蒸着し，裏面をフレームアニールする

ことで作製した．この表面に，種々の分子（メラミン，3, 4, 9, 
10- ペリレンテトラカルボン酸ジイミド（PTCDI），テレフタ

ルアルデヒド（TPA）等）の溶液（0.1 ~ 10 mM 程度）を滴

下乾燥させた．溶液の溶媒は超純水またはジメチルスル

ホキシド（DMSO）とした．溶液は混合または逐次滴下とし，

加熱はホットプレートで行った．蒸発時の温度は 80 ~ 
100 °C とした．この試料を，大気中および超高真空

（UHV）中において走査型プローブ顕微鏡で観察した．

STM の探針には Pt-Ir（ 80 / 20 ）または W を用い，観

察時の温度は室温とした． 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

DMSO を溶媒としたメラミン-PTCDI 系の大気中観察

では，混合溶液滴下，逐次滴下いずれの場合も，分子の

真空蒸着を行った文献でしばしば報告されている両者が

水素結合でネットワーク化した構造ではなく，単一種類の

分子からなるドメインに分相する様子が観察された．また，

メラミン相において，探針-試料電圧に依存して分子面が

表面と平行になったり垂直になったりする様子が観察され

た．これらの観察結果の原因として，溶媒 DMSO が試料

分子間に入り込み，水素結合に影響を及ぼす可能性が

考えられた． 
水を溶媒としたメラミン-TPA 系では，大気中観察にお

いて，同様の系での大気中での報告例と類似したオリゴ

マーが観察されたが，UHV 中での観察ではメラミン相と，

報告例のなかった TPA 相に分離する様子が観察された．

この原因は現時点では明らかではない．TPA 相は Fig. 1
に示すように UHV 中において時間と共にオーダー-ディ

スオーダー転移を示した．ディスオーダー相では分子の

数密度が低いと考えられる．オリゴマーも何らかの原因で

低密度の相になっていて，観察されなかった可能性が考

えられる． 

Fig. 1  Consecutively obtained STM image of TPA 
phase formed on melamine-TPA/Au(111) surface 
(melamine → TPA sequential deposition). Vs = +0.2 
V, It = 0.2 nA, ~20 min/image. 

 

４．その他・特記事項（Others） 
なし。 
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